


各種スポーツで大会で活躍された12名、６団体を表彰

　平成 26 年度の玉川村体育協会（溝井賢一郎会長）の表彰式が
２月 27 日、たまかわ文化体育館クラブハウスで行われました。
　この賞は、本村のスポーツ振興に貢献し、各種スポーツ競技
で優秀な成績を収めた個人または、団体に対し毎年表彰を行っ
ているもので、今年度は特別優秀選手賞に１名、優秀指導者賞
に１名、優秀選手賞に 10 名、６団体が表彰されました。

受賞名 個人・団体名 所属 おもな功績・成績

特別優秀
選手賞 車 田　 颯（ 小 高 ） 学法石川高校（3年）

福島県高等学校駅伝大会：優勝（第 1区　区間 1位）、
全国高等学校駅伝大会：第 7位（第 1区　区間 11位）、
市町村対抗県縦断駅伝大会：第 10区（区間 1位）村の部区間賞

優秀
指導者賞 関　健太郎（岩法寺） スポーツ少年団

平成 24年 12月～ 26年 11月まで玉川村ソフトボールスポーツ
少年団監督就任、県総体ソフト県南地区大会：優勝、
県総体ソフト県大会：準優勝（全国大会出場）

優秀選手賞

玉 川 チ ー ム ゲートボール協会 第 11回福島県ゲートボール協会長杯ゲートボール大会：優勝
川 辺 チ ー ム ゲートボール協会 第 11回福島県ゲートボール協会長杯ゲートボール大会：第 3位
玉 川 村 チ ー ム ゲートボール協会 第 24回福島県市町村ゲートボール大会：第 3位

玉川村ソフトボールスポーツ少年団 県総体ソフト県南地区大会：優勝、
県総体ソフト県大会：準優勝（全国大会出場）ほか

須 釜 少 年 剣 士 団 石川剣道連盟大会：団体戦優勝、古殿町少年剣道大会：団体戦第 3位、
平田村少年剣道大会：団体戦第 3位

泉 中 女 子 ソ フ ト ボ ー ル 部 第57回福島県中学校体育大会ソフトボール競技：第 3位

阿 部 愛 香（南須釜） 須釜小学校（6年） 石川剣道連盟大会：優勝、平田村少年剣道大会：準優勝、
古殿町少年剣道大会：第 3位

増 子 夏 穂（南須釜） 須釜小学校（6年） 2014 全日本青少年空手道選手権大会：型小学 6年女子の部第 3位
鈴木さくら（ 小 高 ） 泉 中 学 校（3年） 市町村対抗県縦断駅伝大会：第 9区村の部区間賞
三 瓶 紗 香（ 川 辺 ） 泉 中 学 校（3年 ) 市町村対抗県縦断駅伝大会：第 15区村の部区間賞
小 林 花 南（ 竜 崎 ） 泉 中 学 校（3年） 全日本中学校通信陸上競技大会福島県大会：共通女子混成競技第 2位
坂 本 大 夢（ 川 辺 ） 泉 中 学 校（2年） 福島県中学校新人陸上競技大会：男子共通砲丸投第 3位

三 輪 千 明（ 小 高 ） あさか開成高校（3年）
福島県総合体育大会：女子サッカー競技第2位、
福島県女子サッカー選手権大会：第2位、
福島県高等学校体育大会：女子サッカー競技第3位

三 瓶 遥（ 川 辺 ） 学法石川高校（3年） 福島県高等学校駅伝大会：優勝（全国高等学校駅伝大会出場）、
市町村対抗県縦断駅伝大会：第 1区村の部区間賞

大竹真奈美( 川 辺 ） 学法石川高校（2年） 福島県高等学校体育大会：ソフトボール競技第 2位
車 田 成 永（ 蒜 生 ） 学法石川高校（1年） 福島県高等学校体育大会：ソフトボール競技第 2位

平成26年度玉川村体育協会表彰者

年度 玉川村体育協会（溝井賢 郎会長）

玉川村体育協会表彰式玉川村体育協会表彰式

謝辞を述べる車田颯さん謝辞を述べる車田颯さん
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芸術文化の功績を称えて12名を表彰

　２月 27 日、平成 26 年度の玉川村文化団体連絡協議会（矢部玄
信会長）の表彰式が、たまかわ文化体育館クラブハウスで行われ
ました。
　この表彰は、芸術文化活動の分野で功績のあった方や、各コン
クールなどで活躍された方に贈られるもので、今年度は文化功労
賞に５名、文化優秀賞に７名が表彰されました。

受賞名 氏名 所属 おもな功績・成績

文化功労賞

榊枝ツネ子（南須釜） 民 謡 し げ る 会 多年にわたり会の活動・運営に貢献

　田満智子（ 川 辺 ） 玉川スポーツ民謡会 多年にわたり地区役員として会の活動・運営に貢献

溝 井 睦 子（ 小 高 ） こ ま ど り 会 多年にわたり役員として会の活動・運営に貢献

関根カツヨ（山小屋） 絵 画 ク ラ ブ 多年にわたり役員として会の活動・運営に貢献

小原美江子（ 川 辺 ） 阿 部 歌 謡
カラオケ教室連合会 多年にわたり役員として会の活動・運営に貢献

文化優秀賞

小 木 聖 也（ 川 辺 ） 川 辺 小 学 校（3年） 平成26年度「十七字のふれあい事業」最優秀賞

杉 嵜 翔 馬（ 川 辺 ） 川 辺 小 学 校（5年） 第39回ゆうちょアイディア貯金箱コンクール　
すごいアイディアで賞

渡 邊 凪 紗（ 中 ） 玉川第一小学校（2年） 平成26年度「家庭の日」作文コンクール　最優秀賞

渡 邉 美 咲（南須釜） 須 釜 中 学 校（3年） 平成 26年度「家庭の日」作文コンクール　最優秀賞

須 藤 菜 （々 川 辺 ） 安積黎明高校（2年） 第67回全日本合唱コンクール全国大会　金賞、
第80回NHK全国学校音楽コンクール全国コンクール　銅賞

坂 本 美 帆（ 川 辺 ） 須 賀 川 高 校（3年） 第52回福島県吹奏楽コンクール　金賞、
全日本吹奏楽コンクール第 57回東北大会　銅賞

　田真里奈（ 中 ） 須 賀 川 高 校（3年） 第52回福島県吹奏楽コンクール　金賞、
全日本吹奏楽コンクール第 57回東北大会　銅賞

玉川村文化団体連絡協議会表彰式

平成26年度玉川村文化団体連絡協議会表彰者

表彰を受ける榊枝ツネ子さん表彰を受ける榊枝ツネ子さん
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手帳・保険証 障害の程度・要介護状態 障害名

身体障害者手帳 １級・２級 両下肢・体幹・移動機
能障害

身体障害者手帳 １級・３級
心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸
の障害

身体障害者手帳 １級・２級・３級 免疫・肝臓の障害

戦傷病者手帳 特別項症、第１項症、
第２項症 両下肢・体幹の障害

戦傷病者手帳 特別項症、第１項症、
第２項症、第３項症

心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・
肝臓の障害

介護保険被保険者証 要介護５ ―

区分 障害の程度 障害名
身体障害者手帳 １級 上肢・視覚の障害

戦傷病者手帳 特別項症、第１項症、
第２項症 上肢・視覚の障害

 

　
平
成
７
年
４
月
27
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

平
成
27
年
１
月
20
日
ま
で
に
転
入
届
出
を
し
、

引
き
続
き
村
内
に
居
住
し
て
い
る
方
。

※
た
だ
し
、
村
内
に
居
住
の
事
実
が
あ
る
方
に

限
り
ま
す
。

  

　
４
月
26
日（
日
）

　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　
場
所
：
入
場
券
に
記
載
の
あ
る
投
票
所

  

　
投
票
日
に
仕
事
、
外
出
な
ど
で
投
票
で
き
な

い
方
は
、
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
持
参
に
な
り
、
期
日
前
投
票
所
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期
　
間

　
４
月
22
日（
水
）〜
４
月
25
日（
土
）

●
時
　
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
場
　
所

　
玉
川
村
役
場
　
北
庁
舎
１
階
　
会
議
室

 

●
入
院
・
入
所
中
で
投
票
に
行
け
な
い
方

　
県
が
指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

院（
入
所
）中
の
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
施
設
の
職
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 
●
村
外
に
出
張
・
滞
在
し
て
い
る
方

　
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
て
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
郵
便
で
の
手
続
き
に
な
り
日

数
を
要
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
村
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

●
郵
便
等
に
よ
る
自
宅
で
の
投
票

　
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
、
ま
た
は
介

護
保
険
法
上
の「
要
介
護
５
」の
方
は
、「
郵
便
等

に
よ
る
不
在
者
投
票
」の
制
度
が
あ
り
ま
す
。（
詳

細
は
、「
表
１
・
２
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　
選
挙
管
理
委
員
会
に「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
申
請
を
し
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
お
住
ま
い
の
場
所
か
ら
郵
便
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

お
早
目
に
村
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

４
月
26
日（
日
）は
、
玉
川
村
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
一
票
が
未
来
の
住
み
よ
い
村
づ
く
り
に
繋
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

▶問い合わせ先　玉川村選挙管理委員会　☎５７－４６２１

期日前投票は

４月22日（水）～ 25日（土）
時間：午前８時30分～午後８時
場所：玉川村役場北庁舎１階会議室

投
票
で
き
る
方

不
在
者
投
票

投

票

日

期
日
前
投
票

投票日
4月26日
午前7時から
午後7時まで
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が新しくなります！がファミたんカードファミたんカードファミたんカードファミたんカード
　平成 27 年４月１日から「ファミたんカード」が新しくなります。
　現在お持ちのカードの有効期限は、平成 27 年３月 31 日までです。
　新しいカードの配布方法は次のとおりです。
 
■対象者…０歳から 18歳（18 歳に達して最初の３月 31日を迎えるまで）の子ども
（１）　保育所・幼稚園・小中学校・高校に在学等されている子ども
　　　保育所等を通して配付しています。
（２）　（１）以外の子ども
　　　市町村の福祉担当窓口に申込みのうえ、交付を受けてください。

●「ファミたんカード」とは

　福島県では、市町村や事業者の方と連携して、子育て応
援パスポート（ファミたんカード）事業を実施しています。
　県内にお住まいの子育て世帯に「ファミたんカード」をお
配りし、カードを協賛店に提示すると、お店のご厚意によ
り割引やプレゼントなど、さまざまなサービスを受けるこ
とができます。
　協賛店の情報等は、福島県のホームページ
（http://www.pref.fukushima.lg.jp/）から検索できます。

　

住
民
課
、
税
務
課
及
び
健
康
福
祉
課
で
は
、
就
学
、
就
職
、
転
勤
等
で
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
窓
口
が
大
変
混
み
あ
う
た
め「
日
曜
窓
口
」を
臨
時
に
開

設
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

他
機
関
へ
の
照
会
等
が
必
要
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
一
部
お
取
り
扱
い
出
来
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
の
方
法
や
必
要
書
類
な
ど
、
事
前
に
各
担
当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
取
扱
業
務

【
住
民
課
】

○
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
、

戸
籍 

証
明
等
の
証
明
書
交
付

○
印
鑑
登
録
の
受
付

○
住
民
異
動
届(

転
入
・
転
出
・
転
居
等)

○
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
、
離
婚
届
等
の

戸
籍 

に
関
す
る
届
け
の
受
付

※

お
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

●
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

業
務（
電
子
証
明
書
の
発
行
、
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
等
）

●
広
域
交
付
住
民
票
の
受
付

【
税
務
課
】

〇
各
種
税
証
明
の
交
付

〇
村
税
納
付
の
受
付
〇
納
税
相
談

【
健
康
福
祉
課
】

〇
国
民
健
康
保
険
資
格
加
入
・
脱
退
届

の
受
付

〇
国
民
健
康
保
険
療
養
費
申
請
受
付

〇
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
申
請
受
付

〇
国
民
健
康
保
険
証
交
換
、
再
発
行
申

請
受
付

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
の
申
請
・

変
更
・ 

喪
失
・
再
発
行
の
申
請
受
付

〇
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
費
支
給
申

請
、
高
額
療
養
費
申
請
受
付

◆
開
設
日

　

３
月
29
日（
日
）及
び
４
月
５
日（
日
）

◆
時　

間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課 

☎
５
７
ー
４
６
２
４

　

税
務
課 

☎
５
７
ー
４
６
２
２

　

健
康
福
祉
課 

☎
５
７
ー
４
６
２
３

▶問い合わせ先　
　福島県子育て支援課　☎０２４-５２１-７１９８

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
税
に
関
す
る
証
明
書（
課
税
証
明
書
、
非
課

税
証
明
書
、
所
得
証
明
書
）が「
課
税
・
所
得
証
明
書
」に
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

課
税
額
、
所
得
額
、
所
得
控
除
等
を
一
通
に
証
明
し
ま
す
。
手
続
き
に
必

要
な
内
容
を
確
認
の
う
え
、
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

「
日
曜
窓
口
」開
設
の
お
知
ら
せ

税
に
関
す
る
証
明
書
が「
課
税
・
所
得
証
明
書
」に
統
一
さ
れ
ま
す
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　第６回クックちゃん杯男女混合家庭バレーボール
大会が２月１日、職場や地域単位の10チームが出場
し、たまかわ文化体育館で開かれました。大会では、
男女が息の合った連携で熱戦が繰り広げられ、参加
者はさわやかな汗を流していました。
　成績は次のとおりです。
◆優　勝　竜崎Ａチーム
◆準優勝　オールＴＳＫチーム
◆第３位　中Ａチーム

　

先
に
行
わ
れ
た
東
北
私
立
高
校
女
子

選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
準
優
勝
を

果
た
し
た
学
法
石
川
高
校
の
女
子
ソ
フ

ト
部
監
督
の
車
田
雅
一
さ
ん（
蒜
生
）と

大
竹
真
奈
美
さ
ん（
２
年
・
川
辺
）車
田

成
永
さ
ん（
１
年
・
蒜
生
）が
２
月
23
日
、

石
森
村
長
を
訪
れ
、
３
月
26
日
か
ら
三

重
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
の
出
場

報
告
を
し
、
同
席
で
選
手
２
人
に
激
励

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
竹
さ
ん
は「
打
撃
で
チ
ー
ム
に
貢

献
し
上
位
入
賞
を
目
指
し
た
い
」、
車

田
さ
ん
は「
一
勝
で
も
多
く
勝
て
る
よ

う
チ
ー
ム
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」と
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

左から車田監督、大竹さん、車田さん、石森村長

楽しいプレーに気持ちもリフレッシュ

　２月12日、地域交流活性化事業（ふる里ふれあい事
業）として南須釜区（宗形辰一区長）は、大寺城跡頂上
に史跡等を紹介する案内看板を設置されました。
　こちらは、大寺城など地区内の歴史資産とその歴史
を再確認し、歴史を学ぶと共に住民が誇れる地域資源
としての活用と地域コミュニティの活性化を目的に行わ
れたもので、村の魅力を発信するスポットがまた一つ
増えました。

たまかわの歴史を再発見

学
石
ソ
フ
ト
部
が
全
国
大
会
へ

　

２
月
22
日
、
埼
玉
県
戸
田
市
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
２
０
１
５
年

第
11
回
極
真
館
型
競
技
錬
成
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
３
０
０
名
以
上
の
選
手

が
出
場
し
、
本
村
か
ら
は
６
名
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
我
妻
来
飛
く
ん（
須
釜
小

５
年
）が
、
強
豪
ひ
し
め
く「
小
学
５
年

男
子
上
級
の
部
」で
、
予
選
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
ト
ッ
プ
で
通
過
。
決
勝
の
舞
台

で
も
堂
々
と
演
武
す
る
と
、
出
場
者
17

名
中
見
事
、
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

極
真
館
型
競
技
錬
成
大
会

女
子
ソ
フ
ト
全
国
大
会
出
場
報
告

気
迫
と
技
の

正
確
さ
を
発
揮

スーパープレーが続出した混合バレー

設置された地区史跡等案内看板

準優勝した我妻来飛くんの演武

男女混合バレーボール大会

史跡等案内看板を新たに設置
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
須
釜
芸
能
の
集
い

歌
や
踊
り
で
観
客
を
魅
了

　２月25日、県都市公園・緑化協会福島空港公園事務所
主催による季節の伝統行事に親しむ「お雛様を飾ろう」が、
福島空港公園エアフロントエリア管理棟で行われました。
　今回は、すがま幼稚園の年長組と年中組の園児が参加
し、お雛様とお内裏様の衣装部分に折り紙を使って色と
りどりに仲良く貼り付けました。
　また、みんなでひなまつりの歌を歌い、公園内に園児
たちの楽しい声が広がっていました。

みんなで楽しくお雛様飾り

　

２
月
24
日
、
た
ま
か
わ
元
気
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る「
こ
ど
も
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」が
た
ま
か
わ
文

化
体
育
館
で
、
小
学
生
60
人
が
参
加
し

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
、
岐
阜
経
済
大
学
ス
ポ
ー

ツ
経
営
学
科
・
高
橋
ゼ
ミ
の
み
な
さ
ん

が
、
被
災
地
復
興
支
援
の
一
環
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、〝
バ
ル
シ
ュ
ー
レ
〞で

児
童
ら
に
身
体
を
動
か
し
運
動
の
楽
し

さ
教
え
ま
し
た
。

　

バ
ル
シ
ュ
ー
レ
と
は
、
ド
イ
ツ
生
ま

れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
、
捕
る
、
蹴
る
、
投
げ
る
と
い
っ

た
技
能
の
ほ
か
、
判
断
力
、
空
間
把
握

能
力
な
ど
養
う
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

大
学
生
と
交
流

仲良く飾りつける園児たち

協力し合いバルシューレを楽しむ児童ら

空港公園事業「お雛様を飾ろう」

　２月15日、玉川村青少年育成村民会議南須釜地区
推進協議会（宗形辰一会長）主催による第29回縄跳び
大会が村体育センターで行われました。
　大会には、村内の園児から大人まで110名が参加し、
自分の記録更新を目指し一生懸命頑張りました。総
合結果は次のとおりです。
◆優　勝　阿部愛香さん（須釜小６年）3,876回
◆準優勝　遠藤永葵さん（玉一小６年）3,254回
◆３　位　添田結衣さん（玉一小１年）2,474回

第29回縄跳び大会

　

２
月
22
日
、
須
釜
芸
能
会（
小
原
三

男
会
長
）主
催
に
よ
る「
第
22
回
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
須
釜
芸
能
の
集
い
」が
、
須
釜

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

カ
ラ
オ
ケ
を
は
じ
め
、
詩
吟
や
踊
り

な
ど
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る

と
と
も
に
、
出
演
者
や
来
場
者
か
ら
募

金
を
集
め
、
社
会
福
祉
活
動
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、

今
年
は
約
80
人
が
出
演
し
、
集
ま
っ
た

大
勢
の
観
客
を
華
麗
な
声
や
踊
り
で
魅

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、開
会
式
の
席
上
、昨
年
集
ま
っ

た
募
金
が
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

記録目指して元気にジャンプ

軽快なリズムで縄跳びをする参加者

舞踊を披露する出演者
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

 

3月は 「自殺対策強化月間」です3月は 「自殺対策強化月間」です
～あなたの力で救える『いのち』があります～

　　　　　　　　　　　　みんなが、誰かのゲートキーパー

まずは、ご自身の心の不調に
気づくことが大切です…
□眠れない　
□食欲がない　
□気持ちの落ち込み　
□何も楽しめない　
□自分を責める
□集中できない　
□活動性が鈍る、または落ち着かない
□気力がない　
□死にたくなる

あなたの力で救える「いのち」があります
□気づき
　家族や仲間の変化に気づいて声をかける

□傾　聴
　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける

□つなぎ
　早めに専門家に相談するよう促す

□見守り
　暖かく寄り添いながらじっくりと見守る 

■こころの健康相談ダイヤル　　　　　　　　　 　  ☎0570－064-556
■岩手・宮城・福島専用よりそいホットライン　　  ☎0120－279－226
■県中保健福祉事務所　　　　　　　　　　　　 　  ☎0248－75－7811　
■役場健康福祉課　　　　　　　　　　　　　　　   ☎57－4623

水野梨袈ちゃん
【龍彦：中】

り ん か

佐久間千里くん
【浩幸：岩法寺】

せんり

瀬谷一佳ちゃん
【雅俊：北須釜】

いちか

佐藤零士くん
【明：竜崎】

れいじ

ぼくも！
わたしも！ 虫歯 がないよ

 今年度６回目の３歳児健診が２月27日、村保健セン
ターで行われました。
　健診項目の歯科検診の結果、虫歯が１本もなかった
７名のおともだちを紹介します。（順不同。【　】は保護者と地区名）

増子海来ちゃん
【享：南須釜】

み　 く

大竹絃太くん
【勝巳：川辺】

小木舜士くん
【篤史：川辺】

しゅんしげんた

３つ以上
当てはまるときは、
心の不調のサインです。

専門家に相談
しましょう。
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お
知
ら
せ

Information

福島空港公園事業「おひな様を飾ろう」より（２月25日）

福
島
県
警
察
官
採
用
候
補

者
試
験
の
お
知
ら
せ

 　

県
警
察
本
部
で
は
、
平
成
27
年

10
月
１
日
付
け
採
用
に
応
じ
ら
れ

る
方
を
対
象
に
採
用
候
補
者
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学（
短
大
を
除

く
。）を
卒
業
し
た
方
、
平
成
27
年

９
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

方※
平
成
27
年
９
月
末
日
ま
で
に
卒

業
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
採
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
員

・
警
察
官
Ａ（
男
性
・
一
般
）

　

20
名
程
度

・
警
察
官
Ａ（
女
性
・
一
般
）

　

５
名
程
度

■
申
込
受
付
期
間

　

４
月
10
日（
金
）ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込

み
の
最
終
日
は
４
月
７
日（
火
）

■
第
１
次
試
験
日

　

５
月
10
日（
日
）

■
試
験
科
目

　

教
養
試
験
・
論
文
試
験

■
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　

５
月
29
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
警
採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
ー

２
７
６
ー

３
１
４

　

石
川
警
察
署

　

☎
０
２
４
７
ー

２
６
ー

２
１
９
１

 

早
期
就
職
を
目
指
す
方
へ

求
職
者
支
援
制
度
の
お
知
ら
せ

 　

求
職
者
支
援
制
度
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
方
な
ど
を

対
象
と
し
て
、
職
業
訓
練（
新
た

な
仕
事
を
目
指
す
方
が
知
識
や
技

術
を
身
に
つ
け
る
場
）に
よ
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す

る
制
度
で
す
。

　

求
職
者
支
援
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

は
、①
受
講
す
る
職
業
訓
練
の
受

講
料
が
無
料
、②
職
業
訓
練
を
受

講
中
も
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
就
職
支

援
を
実
施
、③
訓
練
期
間
中「
職
業

訓
練
受
講
給
付
金
」の
支
給
が
あ

り
ま
す（
た
だ
し
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
方
の
み
）。

　

求
職
者
支
援
制
度
及
び
職
業
訓

練
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
須
賀
川

　

☎
０
２
４
８
ー

７
６
ー

８
６
０
９

 

自
衛
官
各
種
採
用
試
験
の

お
知
ら
せ

 　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
、
予
備
自

衛
官
補
及
び
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

の
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

【
予
備
自
衛
官
補
】

　

普
段
は
企
業
等
の
一
員
と
し
て

社
会
で
活
躍
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
は
自
衛
官
と
し
て
社
会
に
貢
献
、

そ
れ
が
陸
上
自
衛
隊
の
予
備
自
衛

官
補
制
度
で
す
。

■
受
験
資
格

●
一
般
公
募

　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

●
技
能
公
募

　

18
歳
以
上
53
〜
55
歳
未
満

（
技
能
公
募
＝
各
種
国
家
資
格
所

有
者
）

■
受
付
締
切

　

３
月
24
日（
火
）ま
で

■
試
験
日

　

４
月
10
日（
金
）〜
14
日（
火
）

の
指
定
す
る
1
日

【
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
】

　

一
般
大
学
卒
業
者（
予
定
者
含

む
）を
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
と

し
て
採
用
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

●
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満

●
受
付
締
切

　

５
月
１
日（
金
）ま
で

●
試
験
日

　

５
月
16
日（
土
）

　

５
月
17
日（
日
）適
性
検
査（
海

上
・
航
空
の
飛
行
要
員
の
み
）

※
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

資
格
を
保
有
さ
れ
る
方
の
採
用
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部　

白
河
地
域
事
務
所

　

☎
０
２
４
８
ー

２
４
ー

０
３
７
２

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２
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縄跳び大会より（2月15日）こどもスポーツチャレンジより（2月24日）

短

歌

詠

草

集

さ
る
な
し
俳
句
会
二
月
句
会
吟
詠

宵
闇
に
ゴ
ロ
ス
ケ
ホ
ー
ホ
と
響
か
せ
て
何
処
か
が
さ
び
し
梟
の
声

吉
田
ハ
ツ
子

蹴
っ
て
く
る
ボ
ー
ル
を
足
で
受
け
止
め
て
返
せ
ば
嬉
々
と
追
え
ゆ
く
孫
は

小
針　

ミ
サ

新
し
き
ベ
ラ
ン
ダ
で
喫
む
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
は
風
に
揺
れ
て
立
つ
な
り

草
野
ケ
サ
子

純
な
る
を
尊
し
と
し
た
る
そ
の
昔
の
風
潮
今
に
例
え
て
見
た
し

大
木　

淑
子

苦
労
し
て
育
て
上
げ
た
る
子
供
た
ち
今
は
感
謝
の
孫
た
ち
の
顔

小
豆
畑
茂
登

曾
孫
ら
と
睦
み
合
い
つ
つ
夫
に
も
寛
ぐ
時
の
あ
る
を
確
か
む芳

賀
多
美
子

人
生
の
華
や
か
な
な
り
し
頁
等
繰
り
て
見
せ
い
る
花
嫁
の
日
は

小
木　

紀
恵

何
が
な
し
試
し
て
み
る
と
歩
む
足
山
路
は
阻
む
雪
の
深
さ
よ須

藤　

洋
子

畜
産
の
難
し
き
日
日
に
生
甲
斐
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
仔
牛
の
生
れ
は

板
橋　

幸
恵

民
族
の
強
さ
を
世
界
に
誇
り
た
る　

歴
史
は
今
も
光
に
満
ち
て

一　

平　

子

一
椀
に
足
る
る
よ
は
で
や
蕉
汁 

仁

腑
甲
斐
な
き
流
行
の
風
邪
に
臥
せ
に
け
り 

由

記

夕
暮
の
厨
に
匂
う
け
ん
ち
ん
汁 

真

知

捜
し
物
一
と
日
か
ぎ
り
の
寒
さ
か
な 

今

朝

干
し
布
団
猫
い
つ
の
間
に
居
な
く
な
る 

公

父
母
の
声
聞
き
た
や
今
日
も
冴
え
返
る 

美

枝

駄
々
す
る
児
な
だ
め
な
だ
め
て
豆
を
撒
く 

仁

美

東京玉川会
コーナー

『相模原市と私』
神奈川県相模原市
吉村勝夫さん（南須釜出身）

　

私
が
相
模
原
に
来
て
52
年
に
な

り
ま
し
た
。

　

相
模
原
に
来
た
き
っ
か
け
は
、

現
在
玉
川
村
川
辺
に
お
住
ま
い
の

矢
部
重
次
郎
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
前
、
矢
部
さ
ん
は
相
模

原
市
鵜
ノ
森
で
工
務
店
を
経
営

し
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
大
工
工
事

や
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
工
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
口
こ
み
で
20
代
前
半

の
多
く
の
大
工
が
集
ま
り
働
い
て

い
ま
し
た
。
私
も
そ
の
中
の
ひ
と

り
で
す
。

　

矢
部
さ
ん
か
ら
は
多
く
の
こ
と

を
学
び
育
て
ら
れ
、
や
が
て
巣

立
っ
て
独
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

帰
郷
し
た
人
も
お
り
ま
し
た
が
、

25
人
位
が
相
模
原
に
所
帯
を
持
ち

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
38
年
当
時
、
こ
の
付
近
は

雑
木
林
と
桑
畑
で
、
米
軍
基
地
が

あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る
さ
び
れ
た

処
で
し
た
が
、
年
々
人
口
も
増
え

返
還
さ
れ
た
基
地
跡
地
に
は
、
小

惑
星
探
査
機（
は
や
ぶ
さ
）で
有

名
に
な
っ
た
宇
宙
航
空
研
究
所
や

大
手
デ
パ
ー
ト
の
伊
勢
丹
な
ど
が

で
き
ま
し
た
。

　

現
在
相
模
原
市
の
人
口
は
72
万

人
で
す
。
相
模
川
沿
い
に
は
圏
央

道
が
完
成
し
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
の

相
模
原
駅
も
将
来
出
来
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
圏
央
道
は
、
埼
玉

県
の
一
部
が
完
成
す
る
と
直
接
東

北
道
に
接
続
さ
れ
て
、
車
で
帰
郷

す
る
の
が
楽
に
な
る
の
で
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
須
釜
中
学
校
を
昭
和
32
年

春
に
卒
業
し
ま
し
た
。
当
時
上
京

し
た
同
級
生
は
時
々
集
ま
っ
て
温

泉
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
玉

川
村
に
は
大
勢
の
同
級
生
が
た
て

や
ま
会
の
名
で
結
束
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
頼
も
し

い
限
り
で
す
。

復刻版！
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　新入学期に、家庭、学校、地域が一体となり
交通安全教育の推進と交通事故防止を目的に、
「新入学(園)児童・園児の交通事故防止」「全ての
座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着
用の徹底」を重点として実施します。
　交通ルールを守って、事故に遭わないように新
年度をスタートしましょう。

すくすくクラブより（2月17日）

国民年金に加入してますか？

４月６日(月)～12日(日)
新入学児交通事故防止安全運動

国民年金の加入方法
　国民年金は誰もが加入する制度です。
　日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべて
の方は、国民年金に加入することになります。
　加入者は、職業によって３つのグループに分か
れており、それぞれ加入手続きが異なります。
①第１号被保険者
　自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、
加入手続きはご自分で住所地の市役所・町村役
場の国民年金担当窓口で行います。
②第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組
合に加入されている方で、加入手続きは勤務先
が行います。
③第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方
で、加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経
由して行います。

国民年金保険料は口座振替がお得です
　国民年金保険料の納付に、口座振替をご利用
いただくと、保険料が自動的に引き落とされるの
で金融機関などに行く手間が省けるうえ、月々50
円割引される早割制度や、現金納付よりも割引
額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納もあり、
大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金
手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご
希望の金融機関または年金事務所へお申し出く
ださい。
▶問い合わせ先
　郡山年金事務所　☎０２－９３２－３４３４
　役場住民課　国民年金係　☎５７－４６２４

お誕生おめでとうございます
（2月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

（2月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：2月受領分）

蒜 　 生
小 　 高
　 〃 　
　 〃 　
岩 法 寺
竜 　 崎
南 須 釜
　 〃 　
　 〃 　
北 須 釜
　 〃 　
　 吉 　
四辻新田

曲 山 幸 男
近 内 竹 好
添 田 道 雄
藤 田  　 守　
瓶 子 　  一　
小 林 孝 次
榊 枝 　  雅 　
塩 澤 元 一
斎 藤 暢 啓
矢 吹 吉 昭
矢 吹 春 雄
大和田　　 尚  　
関 根　　勲 　

須釜芸能祭代長 小原三男

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

寄付ありがとうございます

3月１日現在の村のようす （前月比）

蒜　生　　　曲　山　　丘　　  　幸　男
　中　　　　添　田　ス　イ　  　ス　イ
岩法寺　　　瓶　子　トシヨ　  　トシヨ
南須釜　　　榊　枝　清　次　  　　雅
　〃　　　　塩　澤　アサ子　　  元　一
　〃　　　　藤　田　幸　一　　  幸　一
北須釜　　　榊　枝　ウメヨ　     ウメヨ
　〃　　　　矢　吹　フ　ヨ        吉　昭
　〃　　　　矢　吹　トメ子　　  春　雄
　吉　　　　大和田　サ　ト　　　  尚
四辻新田　　　関　根　正　一　　  正　一

（－  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，０6 7
６，8 3 5
3 ，3 8 4
３，4 5 1

 2
9
7
2

川　辺　　　矢　部　翔唯人　　　貴　洋

蒜　生　　　曲　山　凜　希　　　一　也

　中　　　　佐久間　凜　歩　　　賢　太

　〃　　　　小　針　悠　聖　　　武　彦

竜　崎　　　小　林　橙　和　　　輝　彦

北須釜　　　関　根　佳　奈　　　洋　一

か  い  と

り の

り ほ

ゆ う  せ い

と わ

か な
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最優秀賞を受賞した小木聖也くん（中央）と
奈津子さん（左から２人目）

十
七
字
の
ふ
れ
あ
い
事
業

親
子
の
絆
で
最
優
秀
賞

　

１
月
６
日
、
県
教
育
委
員
会
主

催
に
よ
る
平
成
26
年
度
「
十
七
字

の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
表
彰
式
が
福

島
市
で
行
わ
れ
、
３
７
，
７
４
９
組

の
中
か
ら
、
川
辺
小
３
年
の
小
木

聖
也
く
ん
と
奈
津
子
さ
ん
（
母
）
親

子
の
作
品
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

２
月
12
日
役
場
を
訪
れ
、
石
森

村
長
と
冨
岡
教
育
長
へ
受
賞
の
報

告
を
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
短
い
言
葉
の
中
で
も

親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
表
現
さ
れ
、

情
景
や
心
情
ま
で
十
分
伝
わ
っ
て

く
る
心
温
ま
る
も
の
で
し
た
。

【
最
優
秀
賞
作
品
】

母
さ
ん
に　

ほ
め
ら
れ
た
く
て

お
せ
ん
た
く　
　
（
小
木
聖
也
）　

助
か
る
な
ぁ　

あ
と
で
こ
っ
そ
り

干
し
直
す　
　
　
（
小
木
奈
津
子
）

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●文庫・・クックちゃん文庫　●村グ・・村民グラウンド　　　●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

●3歳児健診
（12：45保セ）

●1歳6か月児健診
（13：00保セ）

●（元）プール教室
（13：30プール）

●泉保育所［入所始め式］
●（元）3Bたいそう教室

（9：30文体）
●（元）プール教室
（13：30プール）

●（元）スポーツサロン
（15：00文体他）

●中体連春季大会
（野球、ソフト、バレー、卓球）
●（元）スポーツサロン
（15：00文体他）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきUP教室
（13：30文体）

●クックちゃん文庫休館日

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●いきいき教室
（11：00保セ）

●クックちゃん文庫休館日

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

延長窓口（～ 19：00）

●すくすく広場
●3～ 4か月児健診
（13：30公立岩瀬病院）
●（元）きっずたいいく教室

（15：00村体）
延長窓口（～19：00）

●幼稚園入園式
●育児教室

（13：30保セ）
●（元）バドミントン
（19：00文体）

●須釜中修学旅行
●（元）きっずたいいく教室

（15：00村体）

●（元）きっずたいいく教室
（15：00村体）

●(元)フラダンス教室
（9：30就改）

●（元）バドミントン
（19：00文体）

●すくすく広場
●すくすくクラブ

（10：00保セ）
●（元）バドミントン
（19：00文体）

●すくすく広場
●(元)フラダンス教室

（9：30就改）
●（元）バドミントン
（19：00文体）

●小・中学校入学式
第1学期始業式
●すくすく広場
●いきいき教室

(13：30保セ)

●クックちゃん文庫休館日

●日曜窓口
・住民課
・税務課
・健康福祉課
（8：30～17：00）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●泉中修学旅行

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●（元）げんきUP教室
（13：30文体）

●（元）3Bたいそう教室
（9：30文体）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

昭和の日

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●献血
（14：30役場）

●（元）ラージボール卓球
（9：30文体）

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

12玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報誌は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。

日 月 火 水 木 金 土
444 AprilApril20152015

1 2 3 4
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26 27 28 29 30


